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ヘッドライン　 Green & Sustainable Chemistryの 
新しい概念と普及・教育

　GSCとは，人と環境にやさしく，持続可能な社会の発展を支える化学である。20 世紀は
高品質なものを安価に大量につくればよいという時代であった。21 世紀は，エネルギー負
荷が少なく，有害な副産物を出さず高効率・高選択的な，地球環境にやさしい化学工業を実
現しなければならない時代となっている。したがって，GSC の理念を広く普及させ，教育
現場にも浸透させる必要がある。本企画では，GSC を産業的観点，教育的観点でとらえた
記事を総論とともに掲載し，GSCの普及・啓発を図る。
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次号予告　　65 巻 3 号 ヘッドライン　：　超重元素の化学　ニホニウム Nhの誕生とその周辺

　九州工業大学は，1907 年に私立明治専門学校として誕生し，後に国立に移管さ
れた大学です。「技術に堪能なる士君子」の養成を理念として，知識や技術に加え
品格も重視した技術者教育を行い，数多の人材を輩出してきました。写真の建物
は，2007 年に竣工し，2008 年度グッドデザイン賞を受賞した本学の教育の中核施
設で，歴史的建造物が点在するキャンパスにあって，ものづくりの伝統を未来へつ
なぐ本学の教育・研究を表象しています。

表紙の言葉　九州工業大学先端教育コラボレーションプラザ


